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T は じ め に

長期にわた9威黙を続ける少年か入院し､精神分裂病 と診断されたo少年は思春期という人間

形成の大事な過度期で又家族の人間関係等種々夜間私を抱えているQ旗黙VCついてみると､その

形成過程に身体的､性格的､社会的な背景や家庭内の対人関係等極めて多綾な要因か齢与し紋黙

反応そのものはそのような甲で形成されつつある人格か示す自我防衛反応であり人格的な障害の

現われで もあると言われているo この過中にある少年に対しどの様な働きかけか望ましいか種 々

のアプローチを試みたのでここに発衷します｡

皿 患 者 紹 介

氏 名 ○ 仲 ○ 氏 17才 男性 969才｢ 648才

∴ ∴ ∴~こ~- : ∴ -∴
苧｣ 1L宇50才

919才

617才

祖父は三年前に死亡､生前統一の取れない家族を

暴君 とい う形で安定化 していたらしい.藩祖母はかくし･bくとしたインテ1)婆さんで､かなり自

己顕示的で出し.,はりの様な印象あり､や 忘ゝれっほho伯母は独身で同居しているO父は養子

であり､患者に対して心配はする机息子-の配慮､理解と協力か妥当ではなく一方的である.母

は患者に対して干渉過多､夫-の信頼感蒔 く潜在的な不満を持っているO姉は某私立短大2年､

出生後より蕃祖母が育てるo現在自立したp佃 Pを持っている｡そして祖父の死亡後､父と養祖

母とが､主導権を争い､家庭内のイザコザか絶えず､患者はそのことで心を痛めていた｡

バラバラで互いに責任ををす りつける様なところがあり他への転曝 し1うとするO

皿 入院までの経過

旧家の兼菜農家の長男 として出生.母にかな り干渉的に育てられる｡消極的で引込み思案だっ

た.五人の希望で商業高枚に進学､高2の夏､顔が赤 くなるのを自分で感じたり粂中刀かなくな

り､死ぬ様な気分になる｡又分裂病かln-に来たり､梅毒の第四期が頭に来て気が狂 うのではと不

安になり近医に相談するも納得できず､飽和49年7月8日､自分から当科受診する｡夏休みか

終る頃茶人から冷奴関係を中止し､秋頃から沈みかちになり｢声か触える｣ と言うo昭利50年

春より目立って ｢テレビで自分を見ている｣｢皆目分の事を言っている｣と言い､黙っている事

が多くなる.高校5年に覆り食事量か蔽少o訳もな く泣いたり笑 う橡に在り､自分の部屋に閉じ

込もり家人とロもさかな くなる｡5月下旬､学奴を休み､盈日登枚するも魂 が抜けた様にボンヤ

7)して当科受診を両親が勧めるも頑強に塩抗する05月26日､汗臭 く､放れ切 った状態で両親
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に連れられ外来受診し､そのまま入院 とたる｡

Ⅳ 入院後 の経過

｢ -日常 生 活 反応の様子 登 板 外泊 一家族 との接 触

備 考入 院拒食状態 ト - 食事介助鼻

握点噛入浴介助食事普通に摂取食事捨てるよう 指で教える葦談 登板希望あ 外泊す ぐ

戻って カンファレンスになるi 小声で話す 無断醇院 含み笑い目

立つ 少 登板すぐ帰る 来るtft-らし帥 生

活続く 登校し夜くなる｢～食事全量摂取する橡 になる

登放し始める (半日) カン7 7 レンス洗ぬ介助されてす るI 登板(

11∃;千 外泊 レコード聴へた り両親との接触あるlセーター

を着たが 含み笑い目立つ 外泊 (時々 )ノト
就職すれば晦るらない バス代本 .rb上つと｣と言う と若く 体重軌人持ちにす

るが抜かる バス代でウドン食べる ｢うん｣と言う 定 し恵いカンフ丁レンス蒜 fef青 I.蛋きる ラジオ体操す

る 洗勉介助するも重ね干す学生月陀着る IL隻校
I ン′カン7 7 レンスアミク-ル

インタビュー1II iTV長 く見ていられなV,1

ほ 是芸 言出しそ l～日課表による

生活 他愚の付き添いの 一月の 登校 iI 担

任餌7jjより政経で勉強する 洗磁 人に ｢うん｣と返 の全文書き取りを
自らす



Ⅴ 看護計画とその実際

窮一段階 看表 目標

患者身辺に重点を置き夜から患者を亜昏迷から一日も早 く回復できる様援助して行 く｡

問題点

(l)亜昏迷椋の状態にあり日常生活が円滑に行なえなho (食事､更衣､洗面､入浴 )

L2) 践黙状態を理解する事か難しい｡

具体策

(1)食事量水分摂取量を確認し､必要に応じて介助し除々に自分で出来る様援助して行 く｡不潔

佗_な りやすい為､更衣､入浴に気を配 り､状態により介助する｡

ほ)威黙については､ ｢言葉で話す板に｣等強制せず､触れる事なく反応の板子かどう変化して

行くか観察して行 く｡一般介助を通じ賊黙の中からも患者の要求をつかみ信顛関係を拡大して行

く｡一

実施及び評価

(1) この段階に於て一番目立ったのは､食事摂取の状態である｡家では殆んど食べていなかった

にも拘わらず､看護婦や祖母の介助により薫 から全量摂取する.4日目父親の面会が有ると､食

べようとしていた食事を止めてしまい介助して も口から出してしまう05日目も同様の状態でや

むを得ず鼻腔圧入試みるか敦しく抵抗し失敗､抑制して点塙を行なう0

再三食事を勧d)るか拒否｡次の日も同様に点癖.点病中ブザーで トイレを知 らせる｡意志表示で

尿器は妹だと示し､食事を摂れば抜 くと言うと､うなずくか食事は抜取せずO夕食時サイドテー

ブルを持ち出し患者を強引に起こし眼の前に膳を置き勧めてみるも食べようとしない｡看話者に

見られているのか妹夜のではと考え退室し様子を見る｡しばらくして行ってみると主食のみ食べ

寝ているO再び起こし勤めると副食も半分程食べる｡金目からははは全量食べるようになり夕食

からホールに誘われると出て来て抜取するようになる｡患者か拒食 という行為に出た事は恐らく

父親への故抗であろうと思われる｡恩者か再び食事を放 りたしたのは空腹に耐え られなくなった

のか､点滴されるのか掠なったのか解らないか病院という場に多少の安心感を見出したのではな

いかと思 うOこの段階に於て､史衣 ･入浴はさして間組はなく､促せば行なうもたらしなくな り

がちであった.入浴は2度程介助して行なうが異性に対する気持を考慮に入れ年輩の看護者か行

なV'､特に問題は生じなかった.

l･.')紙黙については昧るようにとか､採った方か良いのではないか等と積極的に促すような事は

せずに接して釆たか､入院して9日日頃 (ホールで食事を放るようVC在った噴 )作業等 も誘えば

出ようとし､検温の折には指で成陵の也奴を示すようになる｡蓮談すると ｢退屈です｣等書 く.

10日頃父親の面会時､看適者 ･医師にも時により小声で短かい言葉で話すように在るoしかし

話した期間は僅か一週尚 Eらず､又元の戚黙状態に戻ってしまう｡私達はこの少年か入院して来

た時､おそらくこの放熱はそんなに続 くことろあるまい､ある日突然堰 を切 ったように話すので

はないかと予想し期待していた｡′1､声で恥ずかしそうに短い富来を話した時､これをきっかけに
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次第に話せる相手を待て､普通にコミュニケーションして行かれると考えた｡しかし僅か一週尚

足らずで全 く威黙状態に戻ってしまった0-度話すようになったのか何故又話さ夜くなったのか

は後のカン7 7 レyスで話合われたが原因は不明｡看護面からは食事 ･入浴を促されてする状態

にな り､看護者か手を掛けなく覆ったために甘える場を狭められたという一つの反応ではないか

と考えられるO尚､母親には､依存的面はあるにしろ茶人の何らかの覧求するものが有ったので

はないだろ うか｡今後成黙に対しいつか話すのではないかと言 う期待は取 り去 り､賊黙を特別視

するのでは なく､あるかままの状態をして受け入れるところから始める事にする｡

第二段階看護目標

病頓生活にも慣れ日常生活の両で自立心を持てるような励きかけをするo

問題点

銭然状態は相変らず続 く0 日常生活 も照為自閉的であり身の回りに対しても無駄心である｡

具休策

(1) 食事も声 をかけ食堂まで膳を持ちに来るよう促すo

L21 更衣 ･洗優等は入浴 日に行なえるよう計画的に働 きかけるO

(.3) 他恩者 との交流か出来るよう援助する

〔接し方 食事を拒否している患者に対し〕

(1) 表情や身振 り等から何を要求しているか､放出は何であるかな知るo

tl') 喋らせようと働きかけ覆いO

(.3) 話をしていて急に黙 った9意志表示し夜 く在った時､その状態を親祭し､媒った時はどんな

状態の時何を話したのか溺祭する｡

実施及び評価

日常生活にだらしない点か見られ､食事時尚に夜IDてもベットにいて､なかなか出て来ないの

で､一定時間迄に膳を持ちに来なかった場合､看護者側で下廃してしまう事を茶人に納得させた.

その結果､時尚には出て来るようになったが他恩より真先に配膳に来て充分食べない内に下臆し

てしまい摂取量の確認か出来覆い場合かでて くるので､最後に配臆して量の確認をすることがで

きたO充分食べてない時は､声をかけ､ゆっくり放れるように指導する｡更衣 ･洗勉は､一諸に

行動し意志の疎通を試みたO最初拒んだ りしたが､根気良く声をかけ積極的にした事は良かったO

レク､作業VCも積極的に誘 うと首を横に振ったり､やっと参加しても長続 きせず､途中でベット

に帰ってしまう.ソフトポーノレ､卓球はスムースに参加し､JrE1番の時､名前を呼はれると出て来

るようにな り輿宛のある事を察した.出来るだけ舌鼓者も-諸に参加してみると自ら他の患者を

誘ってプレーする面かみられて来た.又､ TVやレコードもかけて欲しいと妥求か出る｡ ｢嬉し

い｣｢操だ｣ という単純夜表現を葦談や手指のゼェスチュアを加え､大分意志表示がはっきりし

てきた｡

, 考 察

亜昏迷状態から脱反するも再び話さなくなった段樽で､日常生活かだらし夜く全般VC無為であ
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るという点から自立心を持たせる為､患者をややつき放した形で接してみたO患者の表情や身振

りから何を要求しているのかを知 り､根気よく声をかける｡看護者の考えた棟に行かない僅かで

あるが無為自閉的な状況は改善され看護者との接触 も非言語的ではあるがとれる板になってきた｡

働きかけの中で､この時期に突き放す事が看護上良かったかどうかをおってみて考えさせられた｡

患者自身か ｢城然｣を自分のものとして､うまく使いこなし利用する様な事もみられ､甘えや依

存的な腎鑑から脱皮するには引き続き目立できる様な働きかけの必要を感じた｡

第三段階看護目標

登校しながら社会性を持った日常生活か送れる様指導し､家庭の環境訴管を計り､無事卒業で

きるように援助する｡

問題点

川 学校の方は出席日数か足 りず､成績も芳しくをく､卒業できるかど9か危ぶまれていて､茶

人も登校についてあせりだした｡

I･2)全般にはまだ無為自閉傾向､依存的である｡

I.別 家庭にも問題あり､病気に対する理解かあまり裕られない｡

具体策

Hl､It.))に対して

毎日登校するよう励ましたり､予定通 り勉強できた時はほめてやり､評価を-諸に行 う｡又病

棟内に於ては勉強できる環境に心を配る.自立心を持たせる為､看護者への甘えのみられる場合､

自ら判断して物言にあたる様働 きかけるo きちんとした生活をする為に一日の日課表を作製する｡

(.iK対して

茶人の事を理解してもらう為､家族の面会､外泊等を利用して働きかけるO

実施及び評価

問題点(llI(2)に対し､2学期より茶人の希望により登板する事になる｡8月の内は月翌日から

土曜日まで半日､9月になり一 日登校 となる｡毎日､患者を励ましてみお くる｡なんとか続 くが

勉強は頭に入らない様子｡銭黙状態の為講義を開きノートするだけで賀問に答える等という事は

なかったらしいoしかし先生や学友とは非言語的コミュ ニケーションにより意志の疎通はできて

いた様で､女生徒を病院-訪ってきたりする尊もあった011月に入り寒 くなって も学生服を着

ずワイシャツで行 く｡以前学友にいじめられたからと一つの迭抗がみられるO主治医より彼か学

校で体操をしはじめたと言う事を陶いて､規則だから学生服を着るようにきつ く言われ､次の日

から着用するJ:うになった｡ (長い間､寒さをがまんしていた理由は不明 )

2､5学期のテス トで赤点をとれば卒業か危ぶまれるとの事で病院で何とか頑張って勉強するよ

う働 きかけるも10から20分勉強するのみで長続きせず､結局蝕末テストの結果は芳しくな く

政治経済の教科書の全文書 き取り5回と商業鈷記の書きとりをする橡担任教師より連絡あり､そ

の結果に より卒業の件か決まるということで一日中机に向っていた｡ しかし､途中からベースか

落ちてくる｡看誕者も時々訪れて励まし日誌菜にそって計画的にやる橡指導する｡一日2D責の
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書き取 りであったかさつすぎたのか､政経の衣を一也書き取った安心愚からかしだいに書かなく

在った.学校の話し合いで予定通 り卒業のはこびとなり､茶人も大変革 こぶ｡一方病穣生活に於

てはわがままを依存的な傾向か強く､着意者が自立心を持せる為突き放した態度をとると逆に看

護者や主治医に対して気を引こうとし甘えの態度か目立つようになって来た｡登校に際して金を

茶人に持たせるにもかかわらず ｢毎日そのつとJ{ス代をもらいたい｣など言ってくる.この時期､

女性患者 2名がはたからいろいろ面倒をみてしまう.これに対し特にかわったものはなVl｡

看護者としてひき続き受毒的夜態度で接し､或いは突 き放し､自分で考え行動するよう指導する,,

根気良く生活指導をして行 くうちに看姦者との信頼蘭係 もとれるようになった.他の愚者とお茶

会に参加 し､入浴､更衣､ レク等一通り出来るようになる｡又､進学か就職か迷 うことかあった

か満に ｢就職したい｣と書いてきたりした｡

考 察

城黙で学校生活は無理では夜VlかというJL寵 もあったか､学校に行 く事は楽しいようであった｡

進学､就職 と進路を自分で考え革断 し､なんとか卒業できた事は良かつ兜o

(.qJに対して

登校するようになってから家族との接触を持つため､毎遁土曜の授業が終了して月曜まで外泊

の方針が出されたO最初は病院の方が良いと家へ宛ってもす ぐ引返して実る事もあった｡又外泊

する決断がつかず迷うことも参ったか､次第に外出したりレコードを聞いたりするようになる｡

面会の折に父親か ｢早く元気を出せ｣｢早 く話さ覆いと免職 もできない｣ と叱激励するoそのつ

ど患者の状態を説明し､あせらないように父親と話し合うもあまり理解か得られなかったo茶人

も最初iJi父親に対し反抗的をところがみられたか､最近では父親をむしろ､尊敬するようになっ

てきている｡又母親か恩者にかなり干渉的に世話をやくことに不満を持ちその影響が大 きいこと

から主治医を通じ患者の身の回りの世話を母親と看護者が協力して行 う中で､患者の気持なくん

で接するようにする｡18才の息子 として扱 うようになってから本人も母親を受け入れるよう吃

なり､生き生 きとしてきた｡

その考察

威黙反応の形成過程の素因の-つとして､生育環境からくる家庭内の人陶鴎係等が挙げられて

いるか､この度者の場合も先に挙げた様な問題 かあ り､茶人を取巻 く生活環境から7年間で身に

ついた性格を短期間で改書する事はむつかしいが､疾病の誘凶と覆りやすVl境境に対して可能夜

限 り家族の協力を得て改善する必要を感じた.

現在親黙状態紘続いているものの一応卒業が決まったところで一段落した｡しかし進路決定で

精神的に不安定となり家人に対 し､また拒否的な反応がみられベッドに入 りがちになるo自分の

現況を認識し将来に対し発展的な考え方かできをいため､喋る事を要求せず生活場面を変えてみ

よ)と､親類の自動卓整備工場を手伝V,に行 くことを勧めてみた｡その結果､茶人もやる気にな

り5月22日より｢週間､病院から出勤しその様子で退院を考えようということになる｡
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V せ と め

賊黙症状を皇する少年に意識的にP話させるPという努力%L払 った○械黙に対し肯定も否

定も特別視することもなく､さりげなく日常生活の援助を行った｡少年にとって黙っていられる｡

安心して生活できる場をつくり､信板取係を結び治虎的な状況を保つ事ができると考えられたか

らであった｡レ､くつかの問題を持った思春期の少年に対し基茶的には受容的な姿勢であるか､決

して甘やかす､言いなりになるというのでなく､けじめをつけた指導をした0時により励ました

り､突き放 したりして依存的傾向のある少年に自立心を持たせる方向に持って行 くようにしたO

しかし､時にがっかりする場面もあった｡一貫して基衣的姿勢を保ち続けた事は拾転的効果かあ

ったと考えられる｡家族の問題に関しては､母親の協力も得られ､少しづつではあるか満足する

方向に持って行くことかできた｡威熱という状態は改善されたわけではないが､高校卒業､就職

という関門は通り抜けた｡彼は董談で ｢喋らなければなら夜V,時が宋たら喋る｣と言った｡実社

会に出て自らそ ういう場面に接した時､社会性が保たれていなvl事を太人か充分自覚していない

ので､家族の援助は もちろん､私達もこの少年に対し欺得を持って見守って行 きたいと思います｡
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